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株式会社三越伊勢丹ホールディングス

お客様概要 :2008年4月に「株式会社三越」と「株式
会社伊勢丹」が経営統合し設立。百貨店業等の事業
を行う子会社・グループ会社の経営計画・管理、それ
に附帯・関連する事業、百貨店業等の事業を行っており、

「人と時代をつなぐ三越伊勢丹グループ」を掲げ時代
に合わせた変革を推進しています。

https://www.imhds.co.jp/
所在地:東京都新宿区新宿5丁目16番10号
主な業種:小売業

「エクセルマクロ」は厄介な問題
RPA導入への期待が高まる

2017年4月、三越伊勢丹ホールディ
ングスの情報システム部門長にRPAの
紹介があり、システム子会社の三越伊
勢丹システム・ソリューションズ
（IMS）が検討することになった。百貨
店の売り場を支える後方部門でも、共
通する基幹系の業務はシステム化され
ている。それを支えるのが IMSの役割
である。
　「それぞれの現場特有の細々とした
業務の多くは、依然として紙ベースで
進められています。それでも対応し切
れないものについては、現場の ITリテ
ラシーのある人たちがデジタル化して
いました。エクセルマクロがその典型
です」と IMSのエンジニアリング統括
部改革マネジメント担当シニアマネー
ジャーの唐沢猛氏は語る。実は、この
エクセルマクロの扱いは、厄介な問題
だった。
　「現場の人が作ったエクセルマクロは、
系統的に作られていない “デジタルの
かけら” です。その解決策として注目
したのがRPAです」（唐沢氏）。
　同社は早くも2017年5月には実証実
験を開始しているが、実証実験は
UiPathをメインに行った。UiPathを
選んだのは、エクセルマクロと同様の
事態を避けるためだ。「コーディング
によりカスタマイズできるUiPathで
あれば、現場が勝手に作り出せず IMS
が保守・管理しやすいはず」（唐沢氏）
という思惑があった。

という評価を得た。ツールとしての
UiPathも「カスタマイズ性が高く、
ロボットの作り手として使いやすい」
（坂上氏）と高く評価されている。
　一方で課題もあった。唐沢氏は「ロ
ボット化した現場の保守を IMSが一手
に引き受けるのかどうか。全国に展開
することを考えると、あらかじめ進め
方を決めておかなければなりません」
と説明する。
　そこで同社では、2017年度下期に3
部門の業務を深掘りする形で部分展開
してさらにノウハウを蓄積、知見を深
めて本格導入につなげるというステッ
プを踏むことになった。

7つの業務のRPA化だけで
2,000時間強の削減効果
　約半年間にわたる部分展開は、IMS
の4名のメンバーによりロボットの開
発が進められ、多くの手応が得られた。
「3部門の7つの業務の対応を完了した
時点で、想定される年間削減効果は
2,000時間を超えました。14人月に相
当します」と唐沢氏。
　こうして効果を確認した同社では、
2018年4月に専任組織を改めて編成し、
RPAの本格導入への取り組みを開始し
た。「デジタルフロントグループの中
にRPAのチームを作って、これまで開
発してきたロボットの保守を行うとと
もに、適用範囲を広げることになりま
した」と責任者であるエンジニアリン
グ統括部デジタル推進部デジタルフロ
ントグループ長の岩佐忠明氏は話す。

今後の展開を見据えるために
特性の異なる3部門で実験を行う
　UiPathを使った実証実験では、グ
ループ全社から3つの部門を選んで、
それぞれひとつの業務を対象にロボッ
ト化した。協力を依頼した部門は、現
場に最も近い商品管理部門と持ち株会
社の財務経理部門、そして IMSの人事
労務部門。実証実験後の横展開を見越
して特性の異なる3つの部門を選んだ。
　ロボット化の対象となった業務は、
商品管理部門では、情報分析システム
から計数を抽出してエクセルファイル
に落とし込む月報などレポート類の作
成業務、財務経理部門では、三越伊勢
丹が取引先に支払う手数料の算定業務、
人事労務部門では、働き方改革の一環
で必要となった出退勤時刻とPCの起
動終了時刻の乖離の集計業務だ。
　それぞれの業務は、基幹システムか
らデータを取り出してエクセルシート
に入力したり、手計算でデータ加工を
したりするなど、どこかで人手が介在
していた。しかも、それなりの業務量
だ。実証実験を担当したエンジニアリ
ング統括部デジタル推進部デジタルフ
ロントグループの坂上勇樹氏は「情報
分析システムを使ったレポート作成の
場合、商品管理部門だけで年間約80人
月もかかっていました。正直、それほ
どの業務量になっているとは知りませ
んでした」と話す。
　約3ヶ月間の実証実験から、RPAに
は高い導入効果が見込めることがわかっ
た。経営陣からも「予想以上の効果」

RPAプロジェクトの成功の鍵は
実務担当者との役割分担にある
グループ年間売上高1兆2000億円超を誇り、国内だけで12社百貨店24店舗、専門館
6店舗を展開する三越伊勢丹グループでは、これまでエクセルなどで行われてきたバッ
クオフィス業務のRPA化に取り組んでいる。約1年にわたる実証実験を経て、2018年4
月には専任チームも発足して本格的な導入が始まった。これまでの経験をもとに導入
ガイドラインも作成され、人手不足に悩む地方を含めたグループ全体に向けた準備が
進みつつある。

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
株式会社三越伊勢丹システム・ソリューションズ
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デジタルフロントグループとしての守
備範囲は広く、RPAだけでなく、スマー
トフォンアプリから伝票管理システム、
申請承認などのワークフローシステム
まで担当する。
　RPAチームは、これまで開発してき
たロボットの保守とともに、新規のロ
ボットの開発を手掛けることになった。
対象部門も、不動産事業部門、新規事
業の定期宅配部門、商品戦略部門が加
わった。「今年度中に新規に開発する
ロボットの目標数は30強。IMS3名と
パートナー4名の体制で臨む」と岩佐
氏は意気込む。

ロボットの単位を細かく分けて
追加要望に臨機応変に対応する
　同社が今直面しているのは、開発した
ロボットのメンテナンスの問題だ。グ
ループ会社とはいえ別会社であり、リ
モートでユーザの環境に入ることはでき
ない。そのため、新しいモジュールに差
し替えた後にエラーが発生した場合、
IMSのメンバーが現場に赴き、オンサイ
トでのメンテナンスが必要となる。

つある。ポイントは、実務担当者の関
わり度合いだ。坂上氏は「これまでの
システムとRPAの違いをユーザに理解
してもらって、共感を持って一緒に取
り組んでもらうことが成功につながり
ます」とユーザとの協業の重要性を強
調する。実際に早い段階から実務担当
者が参画し、事前に業務整理ができて
いたケースではスムーズにRPA化が進む。
　現在ではこれまで得られたノウハウ
をもとに「導入ガイドライン」を作成
し、導入にあたってユーザの理解の促
進を図っている。マネージャーと実務
担当者のセットでの参画、ユーザ側で
の業務マニュアルの作成、プロトタイ
プや試運用での役割分担など、ユーザ
への依頼事項がまとめられている。
　岩佐氏は「今後、地方展開を進める
ためにも、現場の人たちにしっかりと
RPAについて理解してもらうことが重
要です。啓蒙活動にも力を入れていき
ます」と語る。
　同社のRPAの活用は、グループ全体
の働き方改革の一環としても位置づけ
られている。今後の展開が楽しみだ。

　エンジニアリング統括部デジタル推
進部デジタルフロントグループの友松
彩佳氏は「エラーが発生した際には実
機で確認しないと、原因の切り分けが
できません。頻度が多ければ、大きな
負担になります」と語る。
　原因の多くは開発したPCの性能や
ネットワーク環境と本番環境との違い
にある。「適用先の画面の描画のスピー
ドが遅いために、ロボットが誤動作し
てしまうケースやマシンスペックの違
いでエラーになるケースが発生してい
ます。曜日や時間帯によってネットワー
クのレスポンスが変わることもエラー
の原因になります」と友松氏。
　それを回避するためにエラーが起き
ないようにロボットを作ることが必要
になる。ロボットの単位を細かく分けて、
追加要望に臨機応変に対応できるよう
にしておくことも、混乱を避けるコツだ。

導入ガイドラインを作成し
ユーザの理解の促進を図る
　これまでの試行錯誤を通して、同社
ではRPAに関するノウハウを蓄積しつ

Solution

3部門の7つの業務で
RPA の実証実験

導入前
導入後

想定される年間削減効果は
2,000時間超

人手の介在が必要で
それなりの業務量

14人月に相当

IMSエンジニアリング統括部
改革マネジメント担当シニアマネージャー

唐沢 猛 氏

IMSエンジニアリング統括部
デジタル推進部デジタルフロントグループ

友松 彩佳 氏

IMSエンジニアリング統括部
デジタル推進部デジタルフロントグループ

坂上 勇樹 氏

IMSエンジニアリング統括部
デジタル推進部デジタルフロントグループ長

岩佐 忠明 氏
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